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’a本女子轡學研究會第五回舘會．

倉堤 東京女子讐大臨床講堂

日時 昭和24年10月22日（土）自12購至17時
           23 日（日）自  8 時∠群至 13時

演題規定：演説一題十分目討論二分

鞭
 第一日  10 月 22 日 （12 琵き…牛一17 時）

  開會之僻             幹 事

  庶務倉計譲告    ．       幹 事

1．肝膿蕩の一剖槍鋤 今井 三喜（東京女馨病理）

2．綱膜農能研究法Eしての微小電極法

           （演）冨田 恒男（同 生理）

             船 石 彩

3．二，三の藥搦の二二内心動鰹に及ぼす影響

             冨田 恒男（同   ）

             ’船 石 彩（同   ）

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

ユ2．

13．

14．

ユ5．

撰散因子に關する研究 太田入重子（同 外科）

眼瞼整形手徳二，三  加藤 金吉（同 眼科）

麗嚢虫症の一例    川田 仁子（同三三科2

「所謂そlt“かす」の慮置1：就て

         中村敏郎（東京：女工皮膚科）

種々要約下に於けろ回状赤1血球の滑長幽

           卒瀬 文子（慶大法讐）

中耳炎の動脈魅衝撃注射療法

        池 香 子（東京女轡耳鼻科）

右側廻嵜紳経庶痺炬二つ六原嚢性三管癌（？）症謝

        （濱）窪 ；敦 子（同   ）

           相原．静江（同   ）

兄弟に籏選苞る筋萎縮症の遺傳關係に蔵て

           谷 八重子（同小見科）

當敏室に於ける結核性魑膜炎の統計的種察

           江田 令子（同   ）

小児喘息の研究（自律憩経系興奮s白血球の攣動

に試て）        中井田玲子（同旨藥理）

 特別講演：

破傷風菌の抗元に就て  中西 清子

 第＝：ロ10月23日（8時牛一13時）

尿中無機儀酸の撲…泄に就て

        内藤？；み（東京女讐岩崎融科）

滲出液の蛋白分劉に鞠する臨床化學的研究

           笹井 順子（同   ）

報〕

ユ6．主要急性傳染病の流行季ξ．非流行季の礪蹴て

    （第二報死亡数）  ．松田摩耶子．（同 衛生）

17．本邦都鄙保健妖態の分析（第一一留出む

              諸岡妙子（同  ．）

18．聲i周期E自律諒謹の反庭i’ ｬ山頁修（同 葵…窒）

            （演）岩溝恭子（同   ）

19．雄性蝦暮及び雄性蛙による新妊娠診欝法

             i菊地和子（慶大婦入科）

一．20．営数室に於けるアブレル氏妊娠中経法に親て

          羽鳥志保子（東京：女池田人科）

            （演）高野敬子（同   ）

21．本邦肺結該死亡寧に關する一考察． ﾄ第十一・回導告）

   一昭和22年度護性年齢別特別死亡傘及び訂正

  死亡牽に就て一     諸岡妙子（両 衛生）

22．「P」反目陽韓者の綴績検診（第三報）

             島津フミヨ（同放射織科⊃

23．．ス〉レプ｝マイシyの臨床

             ’正日守まさ（同岩崎r丙禾斗）

24．．’
x結該外科手徳に於ける；曲管枝の態度

              角田 正彦（司 外科）

25．至誠倉第ご病院に於ける肺結核患者に嵩ずる手衛

   症例に薪て   森鈴子（至誠倉第二）
26． 結核症に於けるスト1／プー｝・マイジソの臨症例

           小山千代目東京：女讐；三三商科）

    特別講演

    肺轄核の横戸豆晶晶≦徳轄衛ミ斜角筋切墜術の併

    用に就て』     和久 金藏

   閉會之欝          副 會 長

鐙40回三三

 日時 昭和24年12月3日 午後2時
 三所．東京：女子讐大病院   會議町

回
1． ペニシリy副作用の三例       大野 薄…子

2．卵管間質部妊娠の一一・aj       秩山 牧子

3．片側別出の他側腎皮質に及ぼす影馨に就て．

                   圓 乗 幸

4． （差宗設）・月旨質の中間代謝に二衰竜 （   松村 義寛
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‘SF議・員 會

 時日 昭和24年12月1日 午後2時

 場所 東京女子磐大病院   會議室

 出席者 久慈直太郎 吉岡正明・吉岡博人 石原亮

     磯田仙三郎 今井三喜 圓乗幸 大石和子

     大田隆子久保田くら 小林董野小山千代

     佐藤イクヨ 中西清子 麟石彩 諸岡妙子

     柚木鮮三郎 和久金藏

 議題 1．家運綜読演説  12月 松村義寛  1月

     加藤金吉 3月．村瀬正雄  4月 飾再任

     5月 柚木鮮三郡 6月間i森崎直木

    2．家回雪會特別講演者 久保田くら 中村敏

     郎

    3．會費培額の件 來年度400圓に決定

4）論文寄稿者は寄稿の擦必す別荊所要部敷祉原稿第

 一頁の青白に朱書虚られ六い。

  別刷は實三尊申受ける。所要部屋離記入しない時

  it，別刷な調製しない。

5）旧著にあってに一篇5頁，又臨床實瞼にあってば

 一篇3頁ゐ超過せろeeit学費を申受ける。色彩圖
  その他多額の費用た要するSSIt別に之拒申し受け

  る0
6）揚載［t受：附員漬i二よる。佳iし急｝e要するもの：妥孝昌載

  料全額怨申受ける。

7）寄稿の宛名it左の如く認められナこい。、

   東京都新宿匿河田町10

     東京：女子讐學專門學校病哩學教室

     日本女子讐學研究會幹事 佐蒙やい宛

寄 稿 細 則

1）寄稿に會員に限り之た受けろ。

2）原稿用紙ぱ400字詰のもの炬用ひる．こ定。

3）寄稿注意ば次の如くである。

 A）冒頭は次の順序に藪ひナこいO

  標題，所屡，主任或は指導者，著者名，本影。

  荷著者名にに振假名をつけて項きナこい。

 B）本：文は弔配点な用ひ，わかりゃずい日本語で綴

  られすこい。文章には句讃炬よく氣討つけK打って

  鮎も丸も一・書に．はめるこSo

 C）メー下ル法度量衡の軍位の書き方【も次の形式

  に從itれ7こい。これらの符號のあミには黙をっけ

  ない。
  1宣毛・…・・1cc    1漏・・・… 19    1班｝… 1kg

  1睡……1mg 1米……1m  1糎……cm
  ・1粍……1㎜1ミクロゾ・・・…1μ
  1ミ））ミクロン・・・・・・… 1m＃

  酒肥37度2分……き7。20C

  華民60度…………COOF
 D）外層人名，地名ばなるべく三文のまs記載ぜら
  れ7こい。然し地名その他のうち既に我が國でも逼

  俗化してみろようなものlt，片假名で書くこS。
 E）引用文献に【t，著者名（標題名），雑誌名，巻，

  號，頁，襲行年月炬この順序に記載せ弓れアこい。

  文献に，本交の末尾1：まSめるこt。

 ：F）本文中に挿入する表や圖販は原稿中の適當の部

  分に貼りつ喜アて貰ひナこい。費用がかさむから・必

  要な最小限度にぜられ7：い。

 G）本文及び文献の欧字は出來る限り明瞭にし，交

  献についてに成るべくタ6グライダーにて言巳する・

  こSo
 H）藥名其他に片假名電し「」或に簿線炬附さな

  いこミo

1昭和25年2月20日EP犀9

 昭和25年2月25日讃・行

；    東京都新宿旺河田町10番地
1    東京：女子単科大橋圖書館内

｝登行・所．t／日本女子讐學研究會

i    臨蝦…）…幡
1  東京都世・谷麟嫡・63難
編集兼
資行者

印刷着

吉  岡 博  入

 電言舌松澤（117）2391番

東京都中央匿木挽町2／1
  片．岡 義  朗

    東：京都中央匿木挽町2／1

印刷所， 共立印鰯株式會甦
        電言舌京橋 （56） 588エ番

    女子馨學研究規定
○會費携込ハ振替口座「東京4342」東京女子讐畢
．專：門學較内 日本：女子1書睾研究會宛ノコ｝

O軍費ハ毎年一月中二丁込マルツコ下．

  會費 ． 倉員  ．  責．債
（前ﾍ京都灘響農鋤1繋瓢i

    論告取扱者．大矢雅美…
            電話田園謙3374番i
                      l
                      J
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